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２　

記
録
と
言
い
伝
え

　

明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
の
明
細
（
「
浄

土
宗
明
細
簿
」
、
東
京
都
公
文
書
館
蔵
）
に
も
、

斉
田
頼
康
の
名
前
が
記
さ
れ
、
十
二
年
（
一

八
七
九
）
に
は
前
掲
の
「
風
土
記
」
採
録
の

言
い
伝
え
も
合
わ
せ
て
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
江
戸
時
代
の
後
半
に
實
性
寺
で
の
言
い

伝
え
が
、
明
治
の
は
じ
め
に
も
由
緒
と
し
て

語
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

一
方
で
地
域
で
の
歴
史
と
し
て
は
文
字

記
録
が
未
詳
で
す
が
、
斉
田
頼
康
と
花
畑
の

旧
家
に
つ
い
て
郷
土
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
鈴
木
恒
雄
氏
が
調
査
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
鈴
木
氏
に
よ
る
と
松
野
英
宣
氏
、
中
西

義
衛
氏
ら
が
伝
え
た
こ
と
と
し
て
、
次
の
こ

と
を
ご
教
示
頂
き
ま
し
た
。

　  
１　

墓
標
と
寺
伝

　

牧
野
先
生
碑
に
ほ
ど
近
い
本
堂
脇
に
、
一

つ
の
尖
頂
舟
形
墓
標
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

實
性
寺
の
開
基
、
斉
田
頼
康
の
墓
で
す
（
右

写
真
）
。
墓
標
は
、
頼
康
は
戦
国
時
代
の
大

永
元
年
（
一
五
二
一
）
七
月
十
三
日
に
没
し

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
物
の
詳
細
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
文
政

五
（
一
八
二
二
）
年
に
成
立
し
た
「
新
編
武

蔵
風
土
記
稿
」
（
以
下
「
風
土
記
」
と
略
し

ま
す
）
に
記
事
が
あ
り
ま
す
。
花
又
村
の
項

よ
り
も
岩
槻
城
下
（
現
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
）

龍
門
寺
の
項
に
詳
述
が
あ
る
の
で
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

龍
門
寺
は
天
文
十
九
年
斎
田
若
狭
守
開

　

基
せ
り
と
云
ふ
。
若
狭
守
が
法
謚
を
玉
峯

　　

田
家
に
斎
田
氏
の
家
人
あ
り

　

こ
の
記
述
（
傍
線
部
）
で
は
「
風
土
記
」

の
編
者
で
あ
っ
た
江
戸
幕
府
の
昌
平
坂
学

問
所
（
昌
平
黌
）
地
誌
調
所
が
、「
斉
田
」
は
「
斎

田
」
と
も
記
し
た
こ
と
を
前
提
に
、
戦
国

時
代
の
岩
槻
城
（
岩
付
城
）
の
太
田
氏
の

家
臣
と
捉
え
て
記
述
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

官
途
名
は
史
料
に
よ
り
「
左
衛
門
尉
」
や
「
左

兵
衛
尉
」
と
表
記
さ
れ
、
ば
ら
つ
き
が
あ

り
ま
す
。

足
立
区
花
畑
三
丁
目
の
實
性
寺

は
、
平
安
時
代
末
期
の
優
美
な

阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
ご
本
尊
。『
足

立
の
仏
像
』
）
や
、
徳
川
将
軍
家

の
御
成
寺
院
と
し
て
の
歴
史
、

さ
ら
に
家
塾
主
、
牧
野
隆
幸
の

事
績
碑
「
牧
野
先
生
碑
」
（
区
登

録
文
化
財
）
な
ど
で
著
名
な
、

足
立
の
名
刹
の
一
つ
で
す
。　

道
全
上
座
と
号
し
卒
年

は
伝
へ
ず
。
按
に
足
立

郡
花
又
村
宝
性
寺
の
開

基
斎
田
左
兵
衛
尉
頼

康
・
大
永
元
年
七
月
二

十
三
日
卒
せ
り
と
、
彼

寺
の
伝
へ
に
頼
康
は
岩

槻
の
城
主
雅
楽
頭
某
の

子
な
り
と
、
さ
れ
ど
岩

槻
は
其
頃
太
田
氏
の
居

城
に
し
て
、
彼
家
系
に

も
雅
楽
頭
と
云
を
の
せ

ざ
れ
ば
、
恐
ら
く
は
若

狭
守
も
頼
康
の
一
族
に

し
て
太
田
氏
の
旗
下
な

り
し
な
ら
ん
。
今
も
太
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足 立 史 談

（
１
）
斉
田
氏
は
實
性
寺
の
住
職
と
な
っ
て 

　
　

い
た
こ
と
。

（
２
）
寺
に
ゆ
か
り
が
深
い
花
畑
の
鈴
木
家
、

　
　

金
杉
家
、
青
木
家
の
三
つ
の
家
は
、 
い

　
　

ず
れ
も
斉
田
頼
康
の
家
臣
だ
っ
た 
と

　
　

伝
え
ら
れ
た
こ
と
。

　

こ
の
二
つ
は
地
域
の
記
憶
と
も
言
え
ま

す
。「
風
土
記
」
や
明
治
の
寺
院
明
細
も
寺
伝
、

で
あ
り
、
鈴
木
氏
の
採
録
も
言
い
伝
え
で
す
。

今
も
な
お
頼
康
の
こ
と
を
地
域
の
記
憶
と

し
て
い
ま
す
。

　

３　

歴
史
の
伝
え
方

　

家
や
身
近
な
町
の
歴
史
の
伝
え
方
は
、
長

く
言
い
伝
え
で
し
た
。
古
文
書
や
石
碑
な
ど

に
「
記
録
化
」
さ
れ
る
の
は
、
江
戸
時
代
後

半
か
ら
で
数
も
限
ら
れ
、
古
記
録
の
多
く
は

失
わ
れ
ま
す
。「
言
い
伝
え
」
と
い
う
形
式

で
手
が
か
り
が
遺
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

頼
康
歴
史
の
事
実
と
す
る
に
は
一
次
資

料
が
必
要
で
す
が
残
念
な
が
ら
未
確
認
で

す
。
そ
の
た
め
現
在
は
、「
斉
田
頼
康
と
い

う
戦
国
の
武
士
が
花
畑
に
来
た
と
い
う
伝

説
の
存
在
を
確
認
し
た
」
と
い
う
段
階
で
す
。

あ
ら
た
め
て
斉
田
と
い
う
姓
に
つ
い
て
情

報
を
集
め
て
み
る
と
「
斎
田
」「
佐
枝
」
と

も
記
す
と
さ
れ
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
「
埼
玉
苗
字
辞
典
」

ほ
か
）、
先
行
研
究
も
あ
り
そ
う
で
す
。
今

後
も
調
べ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
付
記
】　

實
性
寺
ご
住
職
を
は
じ
め
、
鈴
木

　

恒
雄
氏
や
花
畑
の
皆
さ
ん
に
ご
教
示
を

　

た
ま
わ
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上

　

げ
ま
す
。　
　
　

（
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）

第 637 号（2）令和 3年 3月

が
分
か
り
ま
す
。
全
国
的
に
見
ら
れ
る
万
石

通
し
と
千
石
通
し
に
対
し
て
、
五
百
石
通
し

は
東
京
や
そ
の
周
辺
の
一
部
の
地
域
で
使

わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
よ
う
で
す
。

　

万
石
通
し
に
書
か
れ
た
文
字
や
修
理
の

痕
跡
は
、
使
用
さ
れ
た
環
境
や
使
用
者
の
暮

ら
し
を
知
る
手
が
か
り
に
な
り
ま
す
【
写
真

２
】。
こ
の
万
石
通
し
は
裂
け
て
し
ま
っ
た

板
を
繋
ぎ
合
わ
せ
て
補
修
し
て
あ
り
、
所
蔵

者
が
一
つ
の
道
具
を
大
切
に
使
い
続
け
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
開
閉

す
る
脚
部
を
針
金
で
固
定
し
て
お
り
、
金
網

の
角
度
を
調
整
し
や
す
く
工
夫
が
さ
れ
て
い

ま
す
。

写真 1　五百石通し（56.5cm×30.9cm×58.3cm）

　
足
立
の
歴
史
文
化
を
知
る
手
立
て
と
な
る

郷
土
博
物
館
の
収
蔵
す
る
生
活
資
料
の
紹
介

を
行
い
ま
す
。

■
足
立
と
水
田　

か
つ
て
の
足
立
区
は
、
江

戸
東
京
に
隣
接
す
る
近
郊
農
村
で
し
た
。
流

通
が
限
ら
れ
て
い
た
時
代
、
新
鮮
な
う
ち
に

届
け
る
こ
と
が
で
き
る
近
郊
農
村
の
作
物
は
、

江
戸
東
京
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
し
た
。
江

戸
時
代
に
は
、足
立
区
域
で
生
産
さ
れ
た
「
渕

江
米
」
が
江
戸
米
会
所
（
こ
め
か
い
し
ょ
）

の
格
付
け
で
、
二
十
四
ラ
ン
ク
中
三
番
目
に

格
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

足
立
区
産
の
米
は
東
京
都
で
作
ら
れ
た
米

の
供
出
量
の
う
ち
四
割
を
占
め
、
東
京
の
穀

倉
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和

三
十
（
一
九
五
五
）
年
頃
ま
で
は
広
い
水
田

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
農
村
地
帯
で

あ
っ
た
足
立
区
も
急
速
な
人
口
の
増
加
に
よ

り
都
市
化
が
進
み
、
田
畑
は
少
な
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。

■
穀
物
の
選
別
機　

万
石
通
し
は
穀
物
の
選

別
に
使
用
す
る
農
機
具
で
す
。
主
に
籾
摺
り

後
の
玄
米
と
、
く
ず
米
や
も
み
殻
を
選
別
す

る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
度
に
大

量
の
米
を
選
別
で
き
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の

量
を
意
味
す
る
「
万
石
」
と
い
う
名
前
が
つ

い
て
い
ま
す
。

　

米
の
注
ぎ
込
み
口
で
あ
る
漏
斗
（
ろ
う
と
）

　

と
、
米
を
ふ
る
う
た
め
の
金
網
か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
漏
斗
に
米
を
注
ぐ
と
下
部

の
金
網
に
流
れ
、
傾
斜
状
に
取
り
付
け
ら
れ

た
金
網
を
通
過
す
る
こ
と
で
小
さ
な
く
ず

米
が
網
の
目
か
ら
抜
け
落
ち
ま
す
。
下
ま
で

到
着
し
た
米
は
再
び
上
か
ら
流
し
込
み
ま

す
。
こ
の
作
業
を
数
回
繰
り
返
す
こ
と
に

よ
っ
て
米
を
選
別
し
ま
し
た
。
実
際
に
使
用

し
た
こ
と
が
あ
る
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

■
痕
跡
か
ら
見
る
暮
ら
し　

郷
土
博
物
館

に
は
、
区
内
で
使
用
さ
れ
て
い
た
万
石
通
し

が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
見
す
る
と
同
じ

も
の
に
見
え
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
個
性
が
あ
り
ま
す
。
製
作
者
の
違
い
や

　
用
途
の
違
い
も
あ
り
ま

す
が
、
所
蔵
者
の
使
い

方
や
工
夫
に
よ
っ
て
、

独
自
の
道
具
に
加
工
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

万
石
通
し
と
よ
く
似

て
い
ま
す
が
、
漏
斗
が

一
体
と
な
っ
た
ひ
と
ま

わ
り
小
さ
い
選
別
機
に

五
百
石
が
あ
り
ま
す

【
写
真
１
】。
側
面
に「
千

住
三
丁
目
下
野
屋
市
左

衛
門
」、
反
対
の
側
面

に
「
大
極
上
五
百
穀
簾

請
合
」
と
書
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
下
野
屋

市
左
衛
門
が
作
っ
た
五

百
石
通
し
で
あ
る
こ
と

　

あ
だ
ち
民
具
図
典 

③

　
　
万
石
通
し
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側
面
に
は
「
大
極
上
無
類
飛
切
萬
石
篩
請

合
」
と
い
っ
た
売
り
文
句
が
書
か
れ
、
反
対

の
側
面
に
は
「
武
州
鳩
ケ
谷
町
朝
日
町
洲
崎

甚
久
郎
製
造
」
と
、
製
作
者
の
情
報
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。
漏
斗
や
脚
部
に
は
「
東
京
市

足
立
区
北
鹿
浜
町
二
七
五
〇　

鈴
木
信
三
」

や
「
昭
和
拾
五
年
拾
壱
月
」
と
書
か
れ
て
お
り
、

使
用
者
の
情
報
や
使
わ
れ
て
い
た
年
代
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

か
つ
て
の
鹿
浜
は
田
畑
が
広
が
っ
て
い

ま
し
た
。
鹿
浜
を
通
る
道
の
ほ
と
ん
ど
が
農

道
だ
っ
た
中
、
主
要
な
道
に
鳩
ケ
谷
道
（
現

在
の
鳩
ケ
谷
街
道
）
が
あ
り
ま
し
た
。
万
石

通
し
に
書
か
れ
た
情
報
か
ら
、
鳩
ケ
谷
で
作

ら
れ
た
も
の
を
鹿
浜
の
人
が
購
入
し
て

使
っ
て
お
り
、
そ
の
際
に
鳩
ケ
谷
道
を
行
き

　

写真 2　万石通し（129.0cm×49.5cm×116.5cm）

来
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
万
石
通
し

を
通
し
て
、
鳩
ケ
谷
と
鹿
浜
の
人
々
が
繋

が
っ
て
い
た
当
時
の
暮
ら
し
の
様
子
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
職
人
の

名
前
や
製
作
年
が
書
か
れ
た
民
具
を
、
記
年

銘
民
具
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
持
つ
貴
重
な
資
料
で
す
。

　

万
石
通
し
と
い
っ
た
日
本
各
地
に
見
ら

れ
る
民
具
で
も
、
使
わ
れ
た
痕
跡
や
文
字
な

ど
の
情
報
を
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
地
域
の
暮
ら
し
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
時
の
流
れ
と
と
も
に
、
実
際
に
使
用
し

て
い
た
人
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
は
困
難
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
人
に
代
わ
っ
て
物
が
暮

ら
し
を
語
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
　
　
（
郷
土
博
物
館
専
門
員
　
佐
藤
夏
美
）

　

　

だ
ん
だ
ん
と
春
め
い
た
季
節
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
気
象
庁
に
よ
る
と
、
東
京
で
過

去
十
年
、
も
っ
と
も
早
く
桜
が
開
花
し
た
の

は
去
年
の
三
月
十
四
日
で
、
も
っ
と
も
遅

か
っ
た
の
は
二
〇
一
二
年
の
三
月
三
十
一

日
だ
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
桜
に
関

係
し
た
荒
川
堤
五
色
桜
碑
（
足
立
区
登
録
有

形
文
化
財
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
碑
は

現
在
、
都
市
農
業
公
園
（
鹿
浜
二

―

四
四

―

一
）
前
の
荒
川
土
手
に
立
っ
て
い
ま
す
。

■
荒
川
堤
五
色
桜　

荒
川
堤
（
熊
谷
堤
）
は
、

荒
川
（
現
隅
田
川
）
が
氾
濫
し
て
水
害
に
遭

う
の
を
防
ぐ
た
め
、
戦
国
末
か
ら
江
戸
時
代

初
頭
に
か
け
て
築
か
れ
た
と
い
わ
れ
、
高
さ

は
三
ｍ
程
で
し
た
。
土
手
道
は
狭
か
っ
た
の

で
す
が
、
千
住
と
川
口
を
つ
な
ぐ
道
と
し
て

も
重
宝
さ
れ
ま
し
た
。

程
度
だ
っ
た
と
い
う
の
で
、
現

在
の
金
額
で
い
う
と
一
〇
〇
〇

万
円
程
度
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

五
色
桜
は
こ
う
し
た
地
元
の

人
々
の
熱
意
に
よ
っ
て
作
り
上

げ
ら
れ
た
の
で
す

　

五
色
桜
の
由
来
は
、
七
十
八

品
種
も
の
桜
が
様
々
な
色
に
咲

き
誇
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
新

聞
に
「
五
色
に
彩
ら
れ
」
と
紹

介
さ
れ
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
い

　

　

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
七
月
、
暴
風

雨
が
発
生
し
、
千
住
大
橋
や
吾
妻
橋
が
損
壊

す
る
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
荒
川
堤
も
大
き

な
被
害
を
受
け
、
渡
辺
洪
基
東
京
府
知
事
が

現
地
視
察
を
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
沼
田
村

戸
長
で
の
ち
に
江
北
村
（
明
治
二
十
二
年
成

立
）
の
初
代
村
長
と
な
る
清
水
謙
吾
の
屋
敷

に
知
事
が
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
荒
川

堤
の
不
備
を
清
水
が
知
事
に
訴
え
た
こ
と
か

ら
、
荒
川
堤
は
修
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

道
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

翌
年
三
月
、
清
水
が
近
隣
の
村
々
の
戸
長

や
有
志
た
ち
と
相
談
し
、
里
桜
七
十
八
品
種

三
二
二
五
本
を
土
手
道
に
植
え
ま
し
た
。
そ

の
距
離
は
、
お
お
む
ね
現
在
の
扇
大
橋
北
詰

付
近
か
ら
首
都
高
速
川
口
線
に
沿
っ
て
鹿

浜
五
丁
目
の
新
芝
川
沿
い
に
至
る
、
お
よ
そ

五
・
八
㎞
に
も
及
び
ま
す
。

　

こ
れ
ほ
ど
の
大
事
業
に
は
多
額
の
費
用

が
か
か
り
ま
す
が
、
清
水
は
近
隣
住
民
に
呼

び
か
け
二
九
五
円
を
集
め
ま
し
た
。
明
治
時

代
の
小
学
校
教
師
の
初
任
給
が
八
〜
九
円

　

は
い
、
文
化
財
係
で
す

㉕

荒
川
堤
五
色
桜
碑
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ま
す
。
明
治
四
十
三
年
四
月
二
十
四
日
に
は
、

迪
宮
（
み
ち
の
み
や　

の
ち
の
昭
和
天
皇
）

が
五
色
桜
を
見
学
す
る
ほ
ど
有
名
な
観
光

地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

■
国
に
よ
る
名
勝
指
定
と
建
碑　

迪
宮
が

見
学
さ
れ
た
直
後
、
明
治
四
十
三
年
の
大
洪

水
が
発
生
し
ま
す
。
さ
ら
に
荒
川
対
岸
の
関

東
酸
曹
が
出
す
煙
や
観
光
客
の
急
増
と

い
っ
た
問
題
な
ど
か
ら
五
色
桜
に
傷
み
が

目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
桜

博
士
と
し
て
著
名
だ
っ
た
東
京
帝
国
大
学

名
誉
教
授
の
三
好
学
博
士
が
尽
力
し
、
大
正

十
三
年
（
一
九
二
四
）
十
二
月
に
「
史
蹟
名

勝
天
然
記
念
物
保
存
法
」
に
基
づ
き
、
内
務

大
臣
か
ら
「
名
勝
」
指
定
さ
れ
、
五
色
桜
は

保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

荒
川
堤
五
色
桜
碑
（
銘
文
は
「
名
勝　

荒
川

堤
桜
」）
が
現
在
の
都
営
バ
ス
荒
川
土
手
バ

ス
停
付
近
の
荒
川
堤
防
脇
に
建
碑
さ
れ
た
の

で
す
。

　

「
天
然
記
念
物
」
と
い
う
言
葉
を
日
本
に

紹
介
し
た
の
は
三
好
博
士
で
、「
史
蹟
名
勝

天
然
記
念
物
保
存
法
」
は
、
現
在
の
文
化
財

保
護
法
の
前
身
で
す
。
つ
ま
り
、
荒
川
堤
五

色
桜
は
、
こ
の
地
域
だ
け
で
は
な
く
、
国
に

と
っ
て
も
重
要
な
も
の
だ
と
認
定
さ
れ
て

い
た
の
で
す
。

■
里
帰
り
桜　

明
治
四
十
五
年
、
当
時
の
東

京
市
長
尾
崎
行
雄
（
憲
政
の
神
様
と
し
て
著

名
）
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
首
都
ワ
シ
ン
ト

ン
に
日
米
親
善
の
た
め
五
色
桜
か
ら
採
取

し
た
枝
を
接
穂
と
し
て
贈
呈
し
ま
し
た
。
接

穂
は
ポ
ト
マ
ッ
ク
河
畔
に
植
え
ら
れ
、
現
在

も
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
家
の
荒
川
堤
五
色
桜
は
、
名

勝
指
定
も
む
な
し
く
、
荒
川
放
水
路
の
建
設

や
環
境
の
悪
化
な
ど
か
ら
昭
和
二
十
年
代

に
は
姿
を
消
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
五
十
六
年
、
ポ
ト
マ
ッ
ク

河
畔
に
植
え
ら
れ
た
五
色
桜
か
ら
接
穂
し

た
も
の
が
ナ
ン
シ
ー
・
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
夫

人
に
よ
っ
て
日
本
に
贈
ら
れ
、
舎
人
公
園
に

植
樹
さ
れ
ま
し
た
（
レ
ー
ガ
ン
桜
）。
同
年
、

三
千
本
の
桜
も
里
帰
り
し
、
区
内
の
公
園
や

小
学
校
な
ど
に
植
え
ら
れ
、
現
在
も
多
く
の

方
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

荒
川
堤
五
色
桜
碑
は
、
道
路
事
情
か
ら
昭

和
六
十
一
年
に
現
在
地
に
移
転
し
ま
し
た

が
、
足
立
区
と
桜
の
歴
史
を
伝
え
る
貴
重
な

文
化
財
と
し
て
、
今
も
立
ち
続
け
て
い
る
の

で
す
。

【
参
考
文
献
】

舩
津
金
松
「
荒
川
の
五
色
ザ
ク
ラ
」
１
〜
７

（『
足
立
史
談
』
一
七
六
〜
一
八
二
、
昭
和
五

十
七
・
五
十
八
年
）〕

　
　
　
　
（
文
化
財
係
学
芸
員
　
佐
藤
貴
浩
）

訂
正　

は
い
文
化
財
係
で
す
22

「
来
迎
寺
の

庚
申
塔
」（
足
立
史
談
六
三
三
号
）
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

三
段　

右
か
ら
一
行
目
╲×

真
言
宗
豊
山

派
↓
真
言
宗
室
生
寺
派
╲
四
段　

右
か
ら

二
行
目
╲×

対
馬
安
↓
対
間
安
╲
同　

右

か
ら
四
行
目
╲×

川
名
□
左
衛
門
↓
川
名

清
左
衛
門　

佐
藤
秀
樹
　

『
千
住
の
酒
合
戦
と
後
水
鳥
記
』

　

昭
和
五
十
九
年
の
郷
土
資
料
館
開
設
準

備
時
代
か
ら
勤
務
し
た
当
館
元
学
芸
員
、
佐

藤
秀
樹
氏
が
、
昭
和
六
十
二
年
に
担
当
し
た

企
画
展
「
千
住
の
酒
合
戦
と
江
戸
の
文
人
展
」

以
来
取
り
組
ん
で
き
た
「
千
住
の
酒
合
戦
」

と
そ
の
記
録
で
あ
る
「
後
水
鳥
記
」・「
闘
飲

図
巻
」
な
ど
に
関
す
る
研
究
を
ま
と
め
た
一

冊
で
す
。▼
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
に

千
住
の
飛
脚
問
屋
、
中
屋
六
右
衛
門
の
還
暦

を
祝
い
、
酒
井
抱
一
や
谷
文
晁
ら
著
名
な
文

人
も
関
わ
っ
て
催
さ
れ
た
「
千
住
の
酒
合
戦
」。

本
書
は
、
そ
の
後
に
続
々
と
出
さ
れ
、
現
在

は
国
内
外
各
地
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
幅
広
い

酒
合
戦
記
録
を
分
析
し
、
酒
合
戦
の
内
容
や

背
景
を
検
証
す
る
と
共
に
、
そ
れ
ら
各
記
録

類
の
成
立
過
程
に
も
深
く
迫
っ
た
、「
千
住

の
酒
合
戦
」
を
め
ぐ
る
包
括
的
な
研
究
と

な
っ
て
い
ま
す
。▼
検
証
と
共
に
、
複
数
の

写
本
・
別
本
が
確
認
さ
れ
る
、
大
田
南
畝
筆

の
記
録
戯
文
『
後
水
鳥
記
』
や
、
記
録
書
画

巻
「
闘
飲
図
巻
」
も
含
め
、
現
段
階
で
確
認

さ
れ
得
る
お
お
よ
そ
全
て
と
言
え
る
酒
合
戦

関
連
の
記
録
・
資
料
が
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
「
千
住
の
酒
合
戦
」
研
究
に
大
き
く

資
す
る
一
冊
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
学
芸
員
　
小
林
）

▼
発
行
＝
令
和
３
年
１
月
22

日
▼
出
版
社

＝
三
弥
井
書
店
▼
四
六
判
、
２
２
８
頁
▼
Ｉ

Ｓ
Ｂ
Ｎ
＝
９
７
８―

４―

８
３
８
２―

３

３
７
９―

３　

Ｃ
０
０
９
３

穂
高
健
一
　
『
紅
紫
の
館

　
　
郷
士
・
日
比
谷
健
次
郎
の
幕
末
』

　

歴
史
小
説
の
作
家
、
穂
高
健
一
先
生
が
描

い
た
歴
史
小
説
で
、
先
月
ま
で
開
催
し
て
い

た
当
館
の
文
化
遺
産
調
査
特
別
展
『
名
家
の

か
が
や
き
』
で
も
ご
紹
介
し
た
幕
末
明
治
期

に
活
躍
し
た
日
比
谷
健
次
郎
を
主
人
公
と

し
、
足
立
や
周
辺
の
人
々
の
幕
末
か
ら
戊
辰

戦
争
期
の
歴
史
群
像
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

▼
表
紙
を
飾
る
の
が
日
比
谷
家
伝
来
の
古
今

雛
で
す
が
三
月
二
一
日
ま
で
上
野
の
東
京
国

立
博
物
館
「
お
ひ
な
さ
ま
と
日
本
の
人
形
」

展
で
公
開
中
。▼
穂
高
先
生
は
資
料
を
駆
使

す
る
作
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
書

で
も
千
住
の
不
動
院
に
あ
る
「
芸
州
供
養
塔
」

（
棚
網
保
司
氏
・
武
田
正
視
氏
論
考
、
本
誌

一
九
〇
〜
四
号
掲
載
）
に
も
関
係
が
深
い
広

島
藩
兵
の
従
軍
日
記
か
ら
、
戊
辰
戦
争
当
時
、

「
延
壽
」
と
い
う
年
号
が
用
い
ら
れ
て
い
た

こ
と
等
、
あ
ら
た
な
資
料
紹
介
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
（「
あ
と
が
き
」
参
照
）。
ご
一
読
を

お
薦
め
し
ま
す
。　
　
　

（
学
芸
員
　
多
田
）

▼
発
行
＝
令
和
３
年
１
月
15

日
▼
出
版
社

＝
未
知
谷
（
み
ち
た
に
）▼
四
六
判
、
２
７

２
頁
▼
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
＝
９
７
８―

４―

８
９

６
４
２―

６
２
８―

１　

Ｃ
０
０
９
３

新
　
刊
　
紹
　
介
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